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A Study on Brand Strategy for the Local Textile Industry in Japan②： 
“étoffes de soie pure” and “étoffes de soie mélangée” in Lyon 
 
 田 朋 子 
 
はじめに：前稿の要約と本稿の課題 
１．衣料素材としての純絹織物（étoffes de soie pure）について 
２．19世紀半ばから20世紀初頭におけるパリ・オートクチュールとリヨン 
  2－1．リヨンにおける「アジア絹」利用のはじまり 








































い）の中の純絹織物（étoffes de soie pure）の歴史的産地リヨンと、同産地が製品を
多様化される中で最大の消費地となるパリのオートクチュール（Chambre syndicale 
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